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学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目  閉塞性睡眠時無呼吸症候群における気道炎症 －間欠的低酸素と呼気一酸化窒素   
 との関係－                                              
 
  東北大学大学院医学系研究科 医科学専攻 
    内科病態学 講座 呼吸器内科学 分野 
学籍番号  B2MD5122      氏名  室井 美穂       
 
 中等症～重症の閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSAS）は、心血管疾患・インスリン抵抗性・脂質異常症・死亡
の独立したリスクファクターである。一方、OSAS が呼吸器（特に下気道）に対し影響を及ぼすかどうかは今
だ明らかになっていない。今回、OSAS 患者において呼気一酸化窒素濃度（FENO）測定とともに、呼吸機能検
査・気道過敏性検査・血液検査などを施行し、OSASが下気道へ及ぼす影響について検討した。 
終夜睡眠ポリグラフ（PSG）検査を施行し、OSAS と診断された 20 歳以上の患者 100 名を対象に、胸部レン
トゲン写真、呼吸機能検査、血液検査、FENO測定を施行した。その中で FENOが 28ppb以上の患者（FENO高値
群）に対し、マルチフローNO測定とアストグラフ法による気道過敏性検査を行った。100名を軽・中等症 OSAS
［5≦AHI(Apnea Hypopnea Index)＜30］、重症 OSAS（30≦AHI＜45）、超重症 OSAS（45≦AHI）に分けて解析し
た。 
FENOと AHI の間には、単回帰分析で有意に正の相関を認めた（r=0.05, p=0.01）。FENOについて、3群間の
比較をすると、軽中等症群に比べ超重症群で有意に高値であった。（p<0.05）。さらに、FENO と関連のある因
子を特定するため重回帰分析を行うと、AHI（p<0.01)が有意な独立変数として選択された（修正 R2=0.05）。
FENO 高値群（FENO≧28ppb）での重回帰分析では、FENO の気道成分である JawNO に対し、3%ODI(3% Oxygen 
Desaturation Index)(p<0.001)が有意な独立変数として選択された（修正 R2=0.28）。FENO高値群で、高感度
CRPに対する重回帰分析も行った。その結果、JawNO(p<0.05)が有意な因子として選択された（修正 R2=0.09）。
気道過敏性検査を行った 11名中 5名で気道過敏性が認められた。気道過敏性が認められた群（n=5）と認めら
れなかった群（n=6）での比較では、気道過敏性が認められた群で 3%ODIが有意に高かった（p<0.05）。また、
FENO 高値群に対して経鼻的持続陽圧呼吸(CPAP)療法を行うと、FENO(特に JawNO)が有意に低下していた
（p=0.01）。 
今回の研究で OSASでは下気道に炎症が起きていると考えられ、その病態として上気道閉塞により惹起され
るメカニズムと、間欠的低酸素で惹起されるメカニズムの 2つがあることが示唆された。特に、3%ODIと気道
炎症の関連が強いことから、間欠的低酸素に影響を受ける OSAS患者で下気道炎症が強くなる可能性があるこ
とが示唆された。さらに、この下気道炎症が OSASにおける気道過敏性の亢進を引き起こす可能性があると考
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えた。また、CPAP治療で OSAS自体の下気道炎症が改善する可能性が示された。 
